
整理番号
■　総合計画（後期基本計画）

１　関連する個別計画

平成23年度～

平成27年度

２　施策目的

３　目標値など

（H17） （H20）

市管理防犯灯の設置数 2,780基 H17 3,150基 H20 1,918基 5,000基 H26

刑法犯罪認知件数 新規 - 463件 H20 320件 400件 H26

人身事故発生件数 新規 - 218件 H20 203件 200件 H26

人身事故発生件数 236件 H22 203件 H27

船舶海難発生数 145隻 H22 152隻 0隻 H27

0人 H22 0人 0人 H27

# 45 # # # # # # # # # # # # #

４　構成事務事業・評価結果一覧

1

2

1

1

1

1

2

1

1

2

※　合計金額には再掲事業を含んでいません。

※　2-1と6-1の事務事業は、平成25年度当初予算において統合され1つの事業となっていることから、

H25予算額及び今後の方向性（施策評価）は、2-1の事務事業の欄で表示しています。

※　5-1の事務事業は、平成25年度当初予算において分割されていることから、H25予算額及び

今後の方向性（施策評価）欄を分割して表示しています。

５．歳出抑制の考え方について

A 現状維
持

1
市規
定

単費
防犯対策経費 市民協働課

S 縮小単費
防犯灯設置事業補助金 2,997       

1　防犯体制の充実

3　防犯パトロール隊
の結成支援

専門相談員2人による相談業務(消費生活ｾﾝﾀｰ)、消費生活学習ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動補助(6ｸﾞﾙｰﾌﾟ) (1,402)
－ －

関連する施策方針

消費者保護対策の充実

夜間の安全確保の推進

5 交通安全意識の高揚

2 夜間の安全確保の推進

7 交通安全対策協議会との連携

施策における歳出抑
制の考え方

No.

今後も犯罪のない安全で安心なまちづくりを継続
・推進する。

防犯活動のさらなる推進と防犯のための環境整
備を進める。

府内の刑法犯認知件数は平成14年をピークに下
がりつつあるものの、警察や地域住民と一体とな
った啓発活動や地域環境整備を進める必要があ
る。

警察は交通取り締まりの強化のほか、交通安全教
室等の啓発活動など交通事故抑止にあたってい
るが、市や地域住民と一体となった啓発を進める
必要がある。

交通事故の発生しやすい危険箇所の解消や交
通安全施設の整備、充実を図るとともに、警察や
交通安全対策協議会を構成する各団体等と連携
し交通安全啓発を進める。

交通事故のない安全で快適なまちづくりを推進す
る。

消費者トラブルの増加を受け
啓発、相談業務を行い、消費者トラブルの未然防
止、早期解決を図り、

市民が安心して暮らせる環境整備を目指す。

市への来訪者及び地域住民に対し、自動車での
市内移動に関して便宜を図るとともに、道路駐車
を防ぐことにより道路機能を確保する。

市内における交通秩序の保持を目指す。

2

3

2

1

3 4,059千円

400千円

2,198千円

総合
計画

めざす目標

24,717     

歳出抑制の考え方
（平成26～28年度までの3か年で取り組む歳出抑制）

一般財源抑制見込額
（単位：千円）

平成25年度中に、市管理の防犯灯を全てＬＥＤ防犯灯に交換することで、老朽化した防犯灯の維持費と電
気料金を削減する。

平成25年度からＬＥＤ防犯灯への設置に切り替えているが、ＬＥＤ防犯灯が普及したことにより、本体価格が
安価となってきたため補助金の見直しを行う。

民有地を借り受けて設置している市営駐車場について、市営駐車場の在り方方針に基づき平成25年度中
に利用実態に応じた見直しを行う。

補完・代替措置などがある場合は、その内容

(46)

S
集落間の防犯灯の新設工事(30灯)、修繕(3灯)、交換(7灯)を実施 -

暴力団排除対策事業 市民協働課

2,483       2,397       

指標名

計画策定時
（現状）

（現状）

目標

直近年度実績値

年度 年度

7

3含む

(2,397)

－
5,255       4,091       

義務
府・
一部

生活維持
確保

2委

年度 年度 年度 年度

説明・備考

（H26）

目標

施設
整備

市民

暴力団排除に関する講演会の開催、暴力団排除啓発活動の実施等

1,048       

4

第3次京丹後市交通安全計画
安全で円滑かつ快適な交通社会を実現するため、府、市、京丹後警察署、関係機関・団体と連携し、交通の現状や地域の
実情等を踏まえ、交通の安全に関する施策に対し、陸上・海上交通の安全に関する総合的かつ長期的な施策の大綱とし
て定めるもの

平成23年12月

個別計画名称 計画概要 計画年次 計画期間

6 交通安全施設の整備

関連する施策方針なし

4

交通安全啓発事業として街頭啓発活動や交通安全教室を開催(交通安全指導員12人、活動回数62回)

消費生活推進事業

交通安全施設設置事業 市民協働課

S

7　交通安全対策協
議会との連携

市営駐車場管理事業 市民協働課施策方針への位置
付けが困難な事業

2,198       -             
なし 単費

S維持
管理

市民 直
1,986       1,754       市規

定
単費

現状維
持(70)

縮小
市営駐車場の維持管理(11か所) (1,754)

7
生活維持

確保
4○

2○ 縮小

生命財産
権利保護

6 S2直・補市民
サー
ビス

○単費なし
市民協働課 70           

交通安全施設維持管理事業 市民協働課

46           

○

現状維
持

－ －

今後の
方向性

6
サー
ビス

○ 市民 直・負
950          

市民協働課

防犯団体等と連携し、各種防犯活動を実施 (1,048)

1○
施設
整備

補

35

防犯・交通安全の推進

うるおい安全都市 所管部局長の氏名

木村　嘉充

所管部局

財政
負担

事業
種別

対象
実施
手法

施策
目的

関与必要性

事務事業の概要 施策評価結果

施策
貢献度説明

単独
事業

根拠
法令

年度

1 防犯体制の充実

H24決算額 H25予算額

施策評価調書（内部評価結果）

施策方針 事務事業

事業内容（実績） 担当課

施策名

政策名

⑦

Ⅵ

1

総合計画作成時

個別
計画

個別計画名称 指標名

後期基本計画作成時

安全・安心のまちづくりを進めます

船舶海難による死者・行方不明者数（京丹後
市海域）

予算額（単位：千円）

優先
順位

現状においてどのような問題や課題があって
（何のために）

『何を対象に』、『どのようなことを行うことで（又は
どのような手段で）』

どのような状態にしたいのか

市民部

商工観光部 吉岡　茂昭

3 防犯パトロール隊の結成支援

2

S 現状維
持

H24

H24

H24

H24

H24

H24

総合計画の目標（200
件）より更なる減少

直近年度実績値

備考

(22,028)
計

24,392     

-             
平成25年度新規事業

維持
管理

市民 委
9,473       10,559     

なし 単費

放置自動車対策事業

平成24年度は、「交通安全対策事業」で実施

市内小学校区においてボランティアによる地域防犯活動（自主防犯パトロール、登下校
防犯パトロール、立ち番による見守りなど）を展開（予算を伴わない事業のため、調書に
は非計上）

集落間の防犯灯(防犯灯1,918灯)の電気代、修繕(340件) (10,559)

施策方針「5　交通安全意識の高揚」の「交通安全対策事業」で連携を図っている。

市民協働課

商工振興課

2　夜間の安全確保
の推進

第3次京丹後市交通安全計画

生命財産
権利保護

（一般財源） 数値

7
生活維持

確保

交通安全対策事業

4　消費者保護対策
の充実

5　交通安全意識の
高揚

6　交通安全施設の
整備

5,800       市規
定

団体
(5,800)

2
特定サー

ビス各地区が集落内に設置する防犯灯の設置費用に対して補助金を交付(新設防犯灯数76灯)

ＡＣＴ

ＤＯ ＣＨＥＣＫ

ＰＬＡＮ

- 1 -



01

Ⅵ ⑦

① ②

○防犯委員会活動費（委員数：33人）

・防犯委員会委員謝金（2回、4,000円×延べ48人）

・防犯委員会委員費用弁償（2回、延べ31人）

○防犯協会負担金

・京丹後防犯協会負担金

・京丹後防犯協会自動車税負担金（日産マーチ　1台分）

無償で借り受けている防犯パトロール車に係る自動車税相当額

○防犯対策関連経費

・青色回転灯用電球、防犯パトロール用腕章（8枚）

・「京丹後市・防犯の日」懸垂幕更新（大宮市民局）等

・職員旅費（防犯パトロール車車検証変更申請：京都市）

○暴力団排除対策関連経費

・職員旅費（みんなの力で暴力・違法銃器追放京都府民大会：京都市）

※平成25年1月1日から「京丹後市暴力団排除条例」を施行

※暴力団排除を進めるため、京丹後警察署と「暴力団排除の措置を講じるため

　の連携に関する協定書」を締結した。（H24.12.20）

（参考）京丹後警察署管内刑法犯認知件数（各年12月31日現在） （単位：件）

資料：京丹後警察署

8千円

予算科目 02総務費 01総務管理費 13諸費 02防犯対策費

（参考）当初予算額

細事業名 防犯対策経費 決算書 Ｐ.104

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 防犯・交通安全の推進

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

950千円 962千円 12千円 98.7 % 1,169千円

34千円

目
的

　犯罪のない安全で安心なまちづくりを推進するため、防犯団体等と連携し、各種防犯活動
を実施する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

2千円

62千円

10千円

44千円

212千円

192千円

20千円

674千円

640千円

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

評
価
・
課
題
等

○京丹後市防犯委員会をはじめとした各種防犯団体が連携し、毎月15日の「京丹後市・防犯の日
」における定期的な活動や随時の防犯活動を展開した。今後とも、一層の活動や市民への啓発が
必要である。
○職員研修会のほか、業者向けパンフレットの作成、市民への広報紙及び京丹後コミュニティFM
放送等による啓発により「京丹後市暴力団排除条例」の周知に努めた。

Ｈ23 Ｈ24

件　数 709 656 438 480 418 320

年　次 Ｈ16 H17 Ｈ21 Ｈ22

- 2 -
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Ⅵ ⑦

① ②

○防犯灯設置事業補助金

　地区要望に基づき、地区管理防犯灯の新設費用を補助（補助率10/10）

　　※千円未満の端数は切り捨て

※地区管理防犯灯の灯数は、平成25年3月末現在

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 防犯・交通安全の推進

決算書 Ｐ.100

予算科目 02総務費 01総務管理費 11交通安全対策費 03交通安全施設管理整備事業

細事業名 防犯灯設置事業補助金

2,997千円 3,000千円 3千円 99.9 %

最終予算額 不用額決算額 （参考）当初予算額

634

2,997千円

3,000千円

(②－①) 執行率

（灯）

19

地区管理
灯数(灯)

1,684

目
的

　夜間の犯罪の防止と通行の安全を図るため、各地区が管理する防犯灯の設置費用に対して
補助金を交付する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

19

76 76 2,997

町　域

峰山町

補助金額
（千円）

9

要望地区数 要望灯数 設置灯数
（灯）

23 23 771

3 5 5

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

1,251

1,714

996

844

6 6 267

211

489

11

評
価
・
課
題
等

○地区管内の防犯灯については、地区要望どおりの灯数を設置することができた。
○既存の蛍光灯防犯灯の交換についても補助を希望する地区要望が多いことから、地域経済の活
性化を含めた政策誘導を見据えながら、LED防犯灯への交換事業化を検討する必要がある。（平
成25年度から制度改正）

主
な
財
源

4

1,887

8,376

625

36

12

丹後町

弥栄町

久美浜町

合　計

8

大宮町

網野町

5 11

7 12

- 3 -
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Ⅵ ⑦

① ②

○消費生活相談事業（消費生活センター開設） 4,955千円

【開設場所】大宮庁舎1階　市民相談室内

【相談時間】午前9時～正午、午後1時～午後４時

【相談受付件数】174件

・相談員賃金等（2人） 3,382千円

・研修旅費等 758千円

・消費生活セミナー開催（3回） 162千円

・参考図書等購入費等 11千円

・電話、FAX料金 74千円

・公用車維持管理費 494千円

・事務用品費 74千円

○消費生活学習グループ活動費補助金（6グループ×50千円） 300千円

【各グループ会員数（平成25年3月31日現在）】

・峰山　32人 ・網野　15人 ・弥栄　42人

・大宮　45人 ・丹後　27人 ・久美浜　18人

【活動内容】

・イベント、老人会等での啓発活動

・消費生活学習会等の実施

細事業名 消費生活推進事業 決算書 Ｐ.238

予算科目 07商工費 01商工費 01商工総務費 02消費生活推進事業

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 防犯・交通安全の推進

（参考）当初予算額

5,255千円 5,262千円 7千円 99.8 % 6,019千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

目
的

　消費生活センターを設置し、相談対応及び情報提供等を行うとともに、消費生活学習グル
ープの活動に対する支援を行うことで、市民の消費生活の安定、向上を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　消費生活センターに専門相談員2人を配置し、市民からの相談に対応するとともに、消費生
活に関する情報の収集・提供を行った。また、消費生活学習グループに対する活動支援を行
い、グループの啓発活動を通して消費者被害の未然防止、早期解決を図った。

主
な
財
源

府補 消費生活行政活性化事業費補助金（10/10） 4,303千円

事 業 所 管 課 商工観光部／商工振興課

評
価
・
課
題
等

○消費生活センターにおける専門相談員による対応により、市民からの消費生活相談に迅速かつ
適切に対応することにより、消費者被害の防止に寄与できた。
○消費生活センターからの情報提供や啓発物品の配布、消費生活学習グループの啓発活動を通し
て、被害を未然に防止するとともに、市民の消費生活トラブルに対する意識が高まった。
○消費生活学習グループ活動費補助金について、市の補助金等に関する基本方針に基づき、見直
しの検討を行っていく必要がある。

- 4 -
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Ⅵ ⑦

① ②

　○交通安全指導員設置経費

・報酬（年額120千円×12人）1,440千円、費用弁償169千円

　○職員旅費（市町村担当課長会議ほか）

　○啓発物品等購入費（うちわ、たすき、リストバンドほか）

　○交通安全啓発看板作成費（4地区(峰山町菅、内記、荒山、赤坂)・7枚）

　○交通安全協会補助金（交通安全ニュース全戸配布ほか）

平成24年度交通安全運動等（街頭啓発活動実施分）

　○丹波小学校敷地内放置自動車処分経費

・自動車廃物判定委員会開催経費（H24.9.27）

委員報酬 22千円（14千円×1人、4千円×2人）、費用弁償 5千円

・廃物自動車移転･処理手数料（軽自動車2台）

※京丹後市自動車放置防止条例適用

Ｐ.98

（参考）当初予算額

2,483千円 2,541千円

予算科目 02総務費 01総務管理費 11交通安全対策費 02交通安全対策事業

細事業名 交通安全対策事業 決算書

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 防犯・交通安全の推進

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

58千円

目
的

　安全で快適な交通環境の実現と交通事故の防止を図るため、交通安全啓発活動等を実施す
る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

97.7 % 2,451千円

10月

12月7月 夏の交通事故防止府民運動(～8月下旬)

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

評
価
・
課
題
等

○市民の交通安全意識を高め、市内で発生する交通事故を減らすために、街頭啓発活動や安全運
動期間中の交通安全教室など、さまざまな交通安全活動を展開することができた。
○高齢者が関係する交通事故を未然に防ぐため、高齢者の運転免許証自主返納制度の広報に取り
組んだ。
○丹波小学校敷地内の放置自動車のほか、平成24年度中に2件の放置自動車が確認されたが、自
ら移動するよう所有者等に指導し、放置自動車を撤去することができた。

年末の交通事故防止府民運動

27千円

29千円

56千円

1,609千円

300千円

30千円

6月 事故0の輪　拡大旬間街頭啓発 高齢者交通事故防止キャラバン隊

431千円

57千円

秋の全国交通安全運動

府域一斉交通安全街頭啓発日

街頭啓発活動（交通安全運動、府民運動等）

交通教室指導（幼稚園、小学生、高齢者）・会議

回数 延人数

12回 144人

5月

7月

8回 61人

合　　計

42回 216人

62回

9月

春の全国交通安全運動

交通事故死ゼロを目指す日

自転車の安全利用推進月間

421人

活動内容

例月立番（児童生徒の登校時）

府域一斉交通安全街頭啓発日
4月

- 5 -



01

Ⅵ ⑦

① ②

○工事請負費

（単位：千円）

（参考）市管理防犯灯の灯数 （単位：灯）

※平成25年3月末現在

合　　　計

網野町 326 久美浜町 518

1,918

赤坂～丹波

善王寺～長岡

新庄～木津

外村～堤

久美浜町

合　　計　　（新設：30灯）

河内～西本町

網野町

弥栄町

峰山町

大宮町

1灯

設置場所

荒山

大宮町 354 弥栄町 252

町　域 灯数 町　域 灯数

町　名 工事内容

5灯

7灯

峰山町 117 丹後町 351

海士～橋爪

野中～谷

森本～三重

4灯

5灯

4灯

4灯

1灯

 防犯灯修繕

 LED防犯灯新設

予算科目 02総務費 01総務管理費 11交通安全対策費 03交通安全施設管理整備事業

2,198千円 0千円 100.0 %

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 防犯・交通安全の推進

2,400千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

2,198千円

細事業名 交通安全施設設置事業 決算書

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

目
的

　夜間の犯罪の防止と通行の安全を図るため、市が管理する防犯灯（集落間）を整備する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

評
価
・
課
題
等

主
な
財
源

○集落間の防犯灯を整備し、夜間の犯罪や交通事故の防止に努めた。
○地区から多数の設置要望（平成24年度の要望灯数は111灯）がある中で、緊急性などを考慮し
順次設置していく必要がある。

196

Ｐ.100

 道路照明灯修繕

金額

252

105

50

2,198

376

296

148

 LED防犯灯新設

 LED防犯灯新設

 LED防犯灯新設

 道路照明灯修繕

 LED防犯灯新設

 LED防犯灯新設

 LED防犯灯新設

 　　〃　　交換

2,198千円

397

378

1灯

4灯

4灯

- 6 -



02

Ⅵ ⑦

① ②

○市管理防犯灯電気代

市管理防犯灯の灯数 （単位：灯）

※平成25年3月末現在

○市管理防犯灯修繕料

修繕件数 （単位：件）

※「その他」の主な内容：自動点滅器交換、安定器交換など

予算科目 02総務費 01総務管理費 11交通安全対策費 03交通安全施設管理整備事業

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 防犯・交通安全の推進

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

目
的

　夜間の犯罪の防止と通行の安全を図るため、市が管理する防犯灯（集落間）の維持管理を
行う。

細事業名 交通安全施設維持管理事業 決算書 Ｐ.100

（参考）当初予算額

9,473千円 9,562千円 89千円 99.0 % 9,240千円

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

16

20

17

5

8

68

58

72

83

38

76

340

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

評
価
・
課
題
等

○集落間の防犯灯の適切な維持管理を行い、夜間の犯罪や交通事故の防止に努めた。
○多くの防犯灯の老朽化が進んでいる現状において、LED防犯灯への転換を行う必要がある。

球交換

7

器具交換

2

網野町

峰山町

町　域 合計

13

0

3

9

2

6

24

7,649千円

1,824千円

町　域 灯数 町　域 灯数

大宮町 42

49

網野町 326 久美浜町

合　　　計

その他(※)

4

518

1,918

峰山町 117 丹後町 351

大宮町 354 弥栄町 252

合　計

久美浜町 62

248

弥栄町

丹後町 57

31
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Ⅵ ⑦

① ②

○市営駐車場維持管理等経費

・用地賃借料（千歳、杉ノ木、上近江）

・照明電気代（千歳、杉ノ木、上近江、峰小前）

・補修用アスファルト資材（千歳）

○千歳駐車場便所管理経費

・清掃委託、し尿汲取り料、水道代、ごみ袋

○千歳駐車場便所等撤去経費

・便所解体撤去工事費、便槽清掃及び水道閉栓手数料

○市営駐車場の今後の在り方を検討するためのアンケート調査経費

・調査対象：千歳、杉ノ木、上近江駐車場が所在する地区の全世帯（562世帯）

・回収状況：回収数242件／配付数562件　（回収率43.06%）

予算科目 02総務費 01総務管理費 11交通安全対策費 01市営駐車場管理事業

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 防犯・交通安全の推進

1,540千円

96千円

7千円

72千円

細事業名 市営駐車場管理事業 決算書 Ｐ.98

(②－①) 執行率 （参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額

1,986千円 2,003千円 17千円 99.1 % 2,003千円

23千円

目
的

　市への来訪者及び地域住民の便宜を図るとともに、道路駐車を防ぐことにより、道路機能
を確保するなど、市内の交通秩序を保持するため、市営駐車場を設置する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

1,643千円

248千円

評
価
・
課
題
等

　一部の駐車場において依然として常時駐車が見受けられるため、利用実態調査、地区へのアン
ケート調査及び関係課との検討会議（企画政策課、管財・収納課、商工振興課、観光振興課、都
市計画・建築住宅課、教育総務課、学校教育課、峰山市民局、久美浜市民局）の結果を基に、利
用実態に応じて市営駐車場の在り方を見直すこととしている。

事 業 所 管 課 市民部／市民協働課

市営駐車場一覧（11か所）

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

（京丹後市営駐車場条例）

名　　　称 位　　　置 駐車場規模 所有者別

千歳駐車場 峰山町千歳213 1,452㎡ 56台 民地賃貸地

杉ノ木駐車場 峰山町杉谷978 461㎡ 22台 民地賃貸地

上近江駐車場 峰山町杉谷813 1,006㎡ 35台 民地賃貸地

峰山小学校前駐車場 峰山町吉原62-11 560㎡ 24台 市有地

峰山駅前駐車場 峰山町丹波811-4 509㎡ 22台 KTR所有地

峰山駅東口駐車場 峰山町丹波825-3 354㎡ 14台 市有地

網野駅前駐車場 網野町下岡126-2 301㎡ 45台 KTR所有地

木津温泉駅前駐車場 網野町木津800-1 610㎡ 16台 KTR所有地

久美浜駅前第2駐車場 久美浜町826-3 684㎡ 17台 市有地

土居駐車場 久美浜町3118-2 505㎡ 17台 市有地

久美浜駅前第1駐車場 久美浜町785-6 255㎡ 13台 市有地
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